
特　集

子育て支援に活かそう！
アタッチメント

　アタッチメント（愛着）は，子どもの心の発達を考えるうえでとても重要
です。アタッチメントが適切に形成されることで，子どもは安心して親から
離れ，いろいろな事柄に取り組んでいきます。困ったらいつでも親が自分を
助けてくれる，守ってもらえると信じているからこその行動です。一方で，
アタッチメントの形成が阻害されると，子どもたちにはさまざまな問題が生
じてくることが少なくありません。生じる問題は，行動問題で示されること
が多く，外在化行動問題か内在化行動問題のどちらかの状態，あるいは，し
ばしば両方の状態となります。発達障害に対する関心が高まり，特殊教育か
ら特別支援教育となった 2000年代後半から，問題行動を示す子どもたちが
いると，「発達障害ではないか？」という目で見られるようになりました。と
ころが，最近では，「この子は本当に発達障害なのだろうか？」あるいは「こ
の子は発達障害だけなのだろうか？」という問いかけが増えてきているよう
に感じています。発達障害の枠組みだけでは理解が困難な子どもたちに対し
ては，アタッチメント形成の問題の視点から見つめると理解ができることが
あります。アタッチメントについて適切に理解することは，子どもの問題行
動の解決だけでなく，広く子育て支援にも有用です。
　本特集は，このような問題意識で企画したものです。内容は，アタッチメ
ントの総論から親子への支援，さらに，さまざまな子どもの心の問題との関
連まで網羅したものとなっています。アタッチメントに関心がおありの方々
に少しでもお役に立てれば幸いです。
　なお，本特集の各論文において，同じ意味の用語が異なる表記となってい
るところがあります。例えば，「障害」・「障がい」や「アンビバレント型」・
「両価型」・「抵抗型」などです。用語の選択には，執筆された方々のお考えが
反映されています。その点を踏まえ，本特集においては，用語の統一を行っ
ておりません。よろしくご理解いただければ幸いです。
� （筑波総合クリニック，筑波大学名誉教授／宮本信也）
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